
校訓：すべてのことに「まこと」をつくそう
　　　最後までやり抜く「強い意志」を養おう
教育ビジョン：「自ら考え 判断し 行動できる子どもたち」を育てる

　「知識量のみでは勝負できない新たな社会で必要となる力を養う」ために、桐蔭学園小学校
では以下の柱を軸とした教育を目指しています。

「わかる」ことで、「できる」体験を重ね、「考える」楽しさ
や自信を得る

掘り下げていくからこそ、次の「知りたい」「やりたい」に出会うことができる
ものごとを順序立てて考えることから、見通しをつける力や広い視

野、論理的思考力や創造力を育む
自分からやってみることで「主体性」が育まれ、将来のさまざまなチャンス

につながる
　AI時代で輝くために必要となる力、「問題解決能力」「コミュニケーション力」を育みます。

　2020 年度より全学年全ての児童にタブレット PC
を導入しました。1人 1台のタブレット環境での学習に適した授業支援アプリ「ロイロノー
ト・スクール」を導入し、資料のやりとり、思考の可視化、意見の共有が簡単にできるよ
うになり、子どもたちが自ら考え表現する協働的な学びが可能となりました。児童の思考
を深め、主体性や他者との協働性を高めるデジタル版シンキングツールも導入し、ICT を
積極的に活用しています。緊急事態宣言下にて通常授業ができなかった際も、インターネッ
トを利用した学習支援を実施することができました。

　国際化・グローバル化に関する興味・関心を喚起し、英語をはじめと
するコミュニケーションツールの価値を理解しながら、習得と探究のプログラムによるカ
リキュラムで基礎的英語力の充実を目指します。習得では英検資格に特化し、小学校卒業
時に英検 4級取得を目指すプログラム、探究では海外の子どもたちとの交流をメインにオ
ンラインを活用し、各学年に適したテーマにより探究活動を行うプログラムで学びの充実
を図ります。整備されたラーニングスペースに Global Space も新設し、英語授業だけでなく、
休み時間も児童が利用しやすい環境を整えました。3年以上の希望者は、桐蔭横浜大学内
にある「桐蔭英語村キッズクラブ」（学年別週 1回）に参加できます。ネイティブスタッフ
とのアクティビティを通じて本物の英語に触れることができます。

　 　森　朋子　

　自分で考え、行動し、仲間に支えられ、失敗をも経験しながら目標に向かって前進
する、そのような経験を積み重ねることで子どもたちは「生き抜く力」を身に付けます。
桐蔭学園小学校は、これまで以上に子どもの学び中心主義を押し進め、子ども自身が
深く考え、それらを発信することを教育の基盤に据えていきます。そのために、新た
に学校教育目標下に育成すべきコンピテンシー（資質・能力）として「思考力」「創造
力」「チャレンジ力」「メタ認知力」「思いやり」「エージェンシー」の６つを設定しま
した。一人ひとりの子どもたちの個性ある豊かな成長へ中等教育学校とも連携しなが
ら桐蔭学園として『21世紀を生き抜く子どもたち』を育みます。

▼　　　　　　▼　　　　　　▼
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